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町並みお散歩スタンプラリー in 竹原  スタート！

　６月６日（土）から、スマートフォンなどモバイル端末を利用したスタンプラリーを実施しています。

　瀬戸内の町・竹原で、あたたかな人たちに見守られながら成長していく少女たちの姿を描いたアニメ

『たまゆら』。全国劇場にて映画上映されている本作品とタイアップして、町並み保存地区周辺を巡る参

加型のイベントです。

　この機会に、情緒あふれる竹原の町並みの魅力を再発見してみませんか。

デジタルスタンプラリー

内容

　モバイル端末を利用して、アニメ『たまゆら』

の場面に登場するスポットなどを巡る新感覚のス

タンプラリーです。スタンプを押す代わりに、各

スポットに設置されているキーワードを入力しな

がらラリーを進めていきます。

※デジタルスタンプを集めて応募すると、抽選で

　オリジナルアイテムが当たります。

期間

　第１弾　

　第２弾　

　第３弾　

場所

　常設ポイント

　①旧日の丸写真館、②旧笠井邸

　③普明閣、④照蓮寺

☆シークレットポイントとして、アニメ『たまゆ

　ら』に登場するスポットを期間毎に設定します。

※夏休み期間だけのレアな特別コースも予定して

　います。詳しくは、特設サイトをご覧ください。

　http://tamayura.tohoken.net/

『たまゆら』AR 記念写真撮影

　AR（Augmented Reality[ 拡張現実 ]）技術を活

用し、竹原の町並みを背景に、アニメ『たまゆら』

に登場するキャラクターと写真撮影ができます。

　AR 起動スポットは町並み保存地区に２か所設

置。写真撮影に登場するキャラクターは、期間ご

とに変わっていきますので、２か所×３期、最大

６種類のオリジナル記念写真が出来上がります。

※参加は無料ですが、パケット通信料が発生する

　場合があります。また、お手持ちのモバイル端

　末に、アプリケーションをインストールする必

　要があります。

問い合わせ

　【システムに関すること】

　お問い合わせフォーム

　https://www.tds-g.co.jp/inquiry/

　【竹原市の観光スポットに関すること】

　（一社）竹原市観光協会

　☎ 22-4331

「2015 たけはら憧憬の路」の
開催日が決定しました！

　今年で 13 回目を迎えるたけはら憧憬の路。

五千本の竹筒からあふれるろうそくの灯りで町

並み保存地区を幻想的にライトアップします。

　今年は「たまゆらの日」と同時開催します。

日時　10 月 31 日（土）・11 月 1 日（日）

　　　17 時～ 21 時

場所

　町並み保存地区周辺

　（JR 竹原駅から徒歩 15 分）

問い合わせ　たけはら憧憬の路実行委員会

　　　　　　（産業振興課観光振興係）

　　　　　　☎２２-７７４５

みなとオアシスたけはら
本登録１周年記念イベントを開催！
日時　８月２日 (日 )　17 時～ 22 時

場所　たけはら海の駅

　みなとオアシスたけはらは、昨年７月 31 日に

「みなとオアシス」として正式登録されて１周年

となることから記念イベントを開催します。

　たけはら海の駅のオープンテラスで「星空シ

ネマ」と題して「ももへの手紙」を上映します。

　また、ステージイベント、地元団体が中心と

なった出店、抽選会など盛りだくさんの催しを

用意しています。

　ぜひお越しください。

問い合わせ　建設課土木維持係　☎ 22-7746

家
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６月６日（土）～８月 10 日（月）

８月 11 日（火）～ 10 月 30 日（金）

10 月 31 日（土）～ 12 月 25 日（金）
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ひろしまクールシェア実施！
　電力需要が最大となる平日午後の電力使用量を抑制

するため、県内の公共施設の涼を共有し、家庭での昼

間の節電を促進する「ひろしまクールシェア」を県内

各施設で実施します。

期間　７月 10 日～９月 18 日（平日 13 時～ 16 時）

市内の対象施設　

　たけはら美術館、図書館、全公民館、道の駅たけは

ら、たけはら海の駅

※対象施設で配布しているスタンプカードを持参し、

　期間中に 10 日間対象施設を利用すると抽選でクオ

　カードやエコグッズが当たります。

問い合わせ　まちづくり推進課生活環境係

　　　　　　☎２２-２２７９
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カセット式ガスボンベ・
スプレー缶のごみ出しに注意！
　ガスが残っているカセット式ガスボンベ

やスプレー缶が「燃やせるごみ」の中に混ぜ

て出されていたために、竹原安芸津環境セン

ターでの焼却処理中に爆発し、設備が損傷す

る事故が起きました。ごみの焼却作業に支障

が生じ、みなさんにご迷惑をおかけするだけ

でなく、修理に多額の費用が必要となります。

スプレー缶などは必ず使い切ってから「リサ

イクルする物」として出しましょう。

問い合わせ　まちづくり推進課生活環境係

　　　　　　☎２２-２２７９


